
翻

たびだち

別れ…そして出発…卒業式。(】ヒ標津」中学校)
萌える海と大地・さわやか交流城l

3月 に入り、町内の各学校で卒業式
が行われました。

クラスの仲間、先生との別れ…言葉
では言い尽くせない、いろいろな思い

が
嵐免意冨基京属籍蓄夢:さぁ出発の

だ、21世紀が君達を待つている/

1993(平 成 5年 )

4月 号 Nα514_
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固定資産税
2億5,987万円
(394%)

軽 自動車税
市町村たばこ税
特別土地保有税
4′786万円
(73%)

平
成
五
年
第

一
回
定
例
町
議
会
が
二
月
十
日
か
ら
十
七
ま
で
の

八
日
間
つ
会
期
で
開
か
れ
、

平
成
五
年
度
予
算
案
な
ど
が
吾
講
さ

れ
ま
し
た
。

予
算
の
総
額
は
九
十
九
億

一
千
三
百
七
十

一
所
七
千
円
と
決
ま

り
ま
し
た
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
”
　
　
　
　
・

こ
と
し
の
町
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
平
成
二
年
度

の
当
初
予
算
は
、　

一

般
合
計
六
十
六
億

一
千
二
百
万
円
、

国
民
健
康
保
険

・
下
水
道
な
ど
七

つ

の
特
劇
合
計
で
十
九
億
二
千
二
百
四

十

一
万
四
千
円
、

病
院
会
計
は
十
三

億
七
千
八
百
三
十
万
三
千
円
と
な
り

！ま
し
た
。

こ
と
し
六
月
が
町
員
の
改
選
期
に

！当
掟
る
た
め
骨
格
予
算
と
し
て
い
ま

す
が
、

農

・
漁
業

の
低
迷
な
ど
に
よ

名
不
況
対
策
と
単
独
事
業
の
積
極
的

を
取
り
込
み
に
よ
る
景
気

の
回
復
を

踏
ま
え
、

継
続
事
業
に
つ
い
て
は
、

す

べ
て
を
計
上
、

新
規
施
策
に

つ
い

て
も
、

往
民
生
活
、

住
民
活
動

の
う

え
で
計
上
効
果
が
高

い
も

の
は
当
初

予
算
に
盛
り
込
み
、

内
容
的
に
は
積

極
型
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
額
は

一
般
会
計

い
特
別
会
計

と
も
過
去
最
高
額
に
上
り
、

前
年
度

に
比

べ
る
ど

一
般
会
計
で

一
二

・
四

％
、

特
別
会
計
を
合
わ
せ
な
総
額
で
二

二

上

％
の
局
い
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

二
十

一
世
紀

へ
向
け
た
地
域
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
事
業
が
着
実
に
進
む
な
か
、

！平
成
二
年
度
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム

「
標
津
は
は
な
す
苑
」
が
四
月

一

日
に
開
苑
、

標
津
病
院
も
今
年
度
移

転
し
全
面
改
築
さ
れ
、

平
成
六
年
四

月

一
日
に
開
業
と
，

い
よ

い
よ
健
康

と
福
祉

の
村
が
オ
ー
プ

ン
っ

ま
た
、

一
泊
然
環
境

の
保
全
と
整
備
」
と
し

て
の
標
津
漁
港
海
岸
環
境
整
備
事
業

（標
津

マ
リ
ン
プ
ラ
ザ
）
も
工
事
が
着

工
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、

学
校
関
係
で
は
懸
案
だ
っ

た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
新
設
、

さ

ら
に
学
校
校
合
の
大
規
模
改
修
を
標

津
小
学
校
か
ら
皮
切
り
に
行
い
ま
丸

今
年
は
二
十

一
世
紀
を
展
望
し
た

「標
津
町
ま
ち
づ
く
り
新
計
画
」
が

ス
タ
ー
ト
し
て
七
年
目
の
年
と
な
り

ま
す
。

新
年
度
予
算
は
、

間
近
と
な
ぅ
て

き
た
二
十

一
世
紀
に
お
け
る
標
津
町

が

「萌
え
る
海
と
大
地
一
さ
わ
や
か

交
流
郷
」
の
実
現
，こ
向
け
て
、

ま
た

住
民
生
活
に
根
ざ
ｔ
た
施
策
の
実
現

を
は
か
る
た
め
、
可
能
な
限
り
の
予

算
の
編
成
を
行
ド
ま
し
た
。

一般会計

、ふ）

2億4'S'をぞ::担金

道支出金

繰場120方甲
国庫支出金
5億2′912万円
(80%)

者はまなす苑」

町民税
3億5′136万円
(533%)

町税
8億5′909万円
(100%)

地方交付税
28億1,726万円
(426%)

湖県揚,00万円



標津病院全面改築

学校給食セノター新設
学校校舎大規模改造
スケートレ 場建設
福祉一体型住宅建設
カ サービス事業開設

―服会計 〔費目男U予算〕葉贈聯鯨謡警鑑 住酌魁たり

衛 生 費 民 生 費 総 務 費

.!腸鷲乙吊)(補 坊科2品)洛寄場t:!解胃)

保健活動や清掃に  福 祉の充実に  一 般的な事務に

教 育 費 消 防 費 土 木 費

(世賜rlt:盟目)た晴赫号8縮島 (馬!揚!i付観占)

消防業務に   道 路 ・都市計画
住宅づくりに

議  会  費

8 , 6 6 0万円
(13%・ 12′564円)

母子通院セノ準 事業開始

商  工  費

1億7,152万円
(26%,24′862円)

商業 ・観光振興に 農 業・水産 ・林業の
振果に

そ の 他 職 員 費

1,765万円    10億 272万円
(02%・ 2,558円)  (152%145′ 343円)

44月 1日にオープンした特別養護老人ホーム「標

百

百

■

■√'P

職員の給与に
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【罷潮馳離ょり全摘改築さ】る
こんな事業を行しヽま軌

I成 5年度の主な事業をアつの
目から紹介しま軌

※
t誕|ほ題掲8雪嚢

i     5 , 1 8 1千円
(ウエ種苗放流50万粒)

2.地域の資源 を生か した特色ある
,S、るさと産業づ くり

>標 津サーモンパーク整備事業

1,605三FF日
(サーモンロー ド街路灯付看板設
置な ど)

3.人 と自然が調和する快適環境づ

くり

>(継 )標津漁港海岸環境整備事業
(標津マ リンプ ラザ)

く事業主体…道〉 72,ooo千 円
>(継 )標津)|1河川環境整備 (桜づ
つみモデル)事 業 70,Ooo千 円
(ファミリー・芝生広場、桜づつ
み植栽)

>(継 )公営住宅建設事業

194,552千円
(緑田r団地に健常者 と身障者や高
齢者 とが暮 らす共同公営住宅 2

階建 1棟 9戸 を建設。川北寿町
に平家建 1棟 2戸 建設)

4.生 きが ぃとゃすらぎの里づ くり
卜(新)病院新築事業 817,610千円
>(継 )健康 と福祉の本寸建設費等補

助 金 30,Ooo=FFl

(「はまなす苑」周辺整備)
>母 子通園セ ンター事業

3,163TF可

(障害 を有す る幼児の早期療育)
>重 度心身障害者通院費助成事業

565千円
(対象者62名)

5.個性 と創造性 を伸ばす教育 ・文
化 ・スポーッの推進

>(新 )学校給食セ ンター建設事業

359,268千 円
(標津 ・サ1lJ,市街の小 ・中 ・幼稚
園に配食 され る施設)

,(新 )標津小学校大規模改造事業

177,10oTF町

>(新 )北標津小中学校体育館暖房
設備設置事業 2,9oo=FF可

(学校開放 目的 ,暖房機 3台 )
> (継 )図書館活動振興費

7,500=FFl

(各種図書4,loo冊購入)
>(新 )標津分 とん地周辺屋外運動
場整備事業 111,753=FF町

(町営スケー トリンク建設・公式
サ イズの 1周 400m、夜間照明 8
2皇阜)

6.21世紀 拓々く国際化時代への対
応

>(継 )中学生海外研修助成 金

3,518千 円
(ひか りこ基金くふ るさと創生 1
億円〉 を活用 しての研修交流事
業 ・行先/カナ ダ)

卜(継)まちづ くり研修交流事業補
助金、 まちづ くり振興補助金

5,4001PF町

(ひか り基金 を活用 しての事業)

7.北方領土対策

>(継 )北方四島民 ビザな し交流事
業         1,。 00千円



まちの脚
10

大

田

宏

さ
ん

霊
（栄
Ｕ

＝
日
本
ベ
ニ
ヤ
僻
勤
務
＝

ふ
る
さ
と

『我
が
故
里
川
北
に
あ
り
』

私
が
標
津
町
川
北
に
来
ま
し
た
の
　
　
の
経
営
す
る
川
北
木
工
場
、

ま
た
駅

が
昭
和
三
十
九
年
十

一
月
十
三
日
、　

　
工
場
に
は
サ
ン
ド
ル

（丸
太
で
組
み

ち
よ
う
ど
初
冬
の
う
す
ら
寒
い
季
節

　

た
て
た
物
）
が
あ
り
木
材
が
沢
山
集

で
当
時
の
国
鉄
で
北
見
駅
を
朝
八
時

　
荷
さ
れ
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま

三
十
分
発
の
列
車
で
出
発
、

標
茶
駅
　

す
。

で
乗
り
換
え
、

川
北
駅
に
到
着
し
た

の
が
確
か
夕
方
の
四
時
ご
ろ
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

当
時
は
駅
の
付
近
に
は
⑤

（日
本

通
運
川
北
営
業
所
）、恵
盛
木
材
さ
ん

の
事
務
所
が
あ
り
、

ま
た
私
の
勤
務

す
る
日
本
ベ
ニ
ヤ
、

坂
日
幸
造
さ
ん

そ

の
頃

は

ま

だ

木

材

産

業

が
全

盛

の
時

代

で
あ

っ
た

と

思

い
ま

す

。

早

い
も

の

で
川

北

に

お

世

話

に
な

っ
て

か

ら

二

十

九

年

の
年

月

に
な

り

子

供

達

も

小

学

校

・
中

学

校

を

川

北

で
卒

業

し

、

現

在

は

そ

れ

ぞ

れ

社

会

人

と

し

て
生

活

を

し

て

お

り

ま

す

。

私
も
川
北
に
来
た
時
は
若
年
二
十

九
才
で
、

土
地
感
、

そ
れ
に
友
人

・

知
人
も
無
く
非
常
に
さ
び
し
い
行
に

来
た
も
の
だ
な
～
と
思
っ
た
も
の
で

し
た
。

し
か
し
、

年
と
共
に
川
北
の
街
並

も
変
わ
り
、

友
人

・
知
人
も
出
来
て

そ
の
土
地
の
環
境
に
も
慣
れ

「住
め

ば
都
」
ま
た
、
「遠
く
の
親
戚
よ
り
も

近
く
の
他
人
」
こ
の
こ
と
わ
ざ
を
身

を
も
っ
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。

考
え

て
見
れ
ば
川
北
に
は
人
と
の
よ
れ
合

い
、

人
情
の
豊
か
さ
、

都
会
に
無
い

人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

私
の
人
生
の
半
分
以
上
は
川
北

で
生
活
を
し
て
お
り
、

こ
の
行
は
私

に
と
り
ま
し
て
も
第
二
の
我
が竣
壁

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。

＊
次

の

「
ま
ち

の
声
」

は
、

大
田
さ

ん
が
選
ん
だ
桜

ヶ
丘
町

の
小
崎
良

子
さ

ん
で
す
。
　

　

，

＼

しよういち

川日(晶)さんちの鋼―くん は昭釣
新川上町 0

●生まれた時の身長 ・1/A重|よ―一。

身長/530c冊  体 重/3,9208
●最近の身長 ・1/1k重|よ―一。

こヨ還己/73 8om    クトロ富/9 4K8
●どんな子に育つてほししヽですか。

「思いやりのある子に一」とめBさ ん。

9ケ 月の終わりころに歩き蛤めたという拗ちゃ

んは、元気そのものです。

この国の取材でも家中を激しく歩き□って|よ顔

lHlをテーブルの亀に ド`～ントと一発。だが、小
さ<て もそこほ男…。 ギ`ャー、と―瞬叫んだが、

すぐに二 ンヽコリ。(えらしヽ /)

将来が楽しみな認2-<ん でした。

単
苦
ｒ



まちづくり
フォーラム

≪テーマ≫
『地域づくりの
新たなる視点』

構踏知事を迎え

根室管内の地域リーダーや、まちづくり関係者が集まり、
2月27日。20日の2日 間 「地域づくりの新たなる視点」―北方

_四 島との交流を考える一をテーマに、まちづくリフォーラム
in SHIBETSUが 本町で開催されました。

アドバイザーとして
参加した横路矢□事

▲管内一市四町の代表のパネラー

活 発 に 討 論

I!鶴

二
十
七
日
は
第

一
部

「故
郷
惚
衆

の
結
（ま
ち
ぼ
れ
た
ち
の
つ
ど
い
と
が

ホ
テ
ル
構
を
会
場
に
約
七
十
名
が
参

加
。

北
方
四
島
と
の
交
流
を
踏
ま
え

た
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

提
言
者
と
し
て
参
加
し
た
、　

ロ
シ

ア
事
情
の
研
究
家
で
あ
る
北
海
道
地

域
総
合
研
究
所
専
務
理
事

・
荒
井
信

雄
氏
は
、
「北
方
領
土
問
題
は
ビ
ザ
な

し
渡
航
の
実
現
で
最
新
の
情
報
を
入

手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

根
室
地

域
が
全
国
へ
向
け
て
の
情
報
発
信
基

地
に
な
り
得
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

二
十
八
日
の
第
二
部

「
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
は
、

会
場
を
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
移
し
、

中
国
千
住
夫
氏

（光
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
流
会
会
長
）
の

「光
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
流
の
裏
話
」と

題
し
た
基
調
講
演
が
午
前
中
行
わ
れ

午
後
か
ら
は
、

コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー

に
中
村
美
彦
氏

（Ｈ
Ｂ
Ｃ
キ
ャ
ス
タ

欝

凡

義懃
簿

一
札
【
一応
付
氏

韻
蕊
斡
韓
Ｆ
ｗ
・義

点辞
ぷ
ギ
一ヽ子
…

一Ｈ一一一“．！一十

■ギ
一
理
親
十
五

ｉｔ

―
）
、

ア
ド

バ
イ

ザ
ー
に
横
路
孝
弘
北

海
道
知
事
、　

コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
に
荒

井
信
雄
氏

（前
述
）
を
迎
え
、

地
元
各

市
町
か
ら
各

一
名

が
パ
ネ

ラ
ー
と
し

て
参
加
し

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ヨ

）

ン
。パ

ネ
ラ
ー
か
ら
は
、
「漁
業
資
源
の

有
効
活
用
に
対
す
る
期
待
」、
「文
化

交
流
を
手
は
じ
め
に
信
頼
感
の
醸
成

を
」、
「
ロ
シ
ア
住
民
は
経
済
援
助
を

目
的
と
し
て
お
り
、

日
本
側
の
領
土

返
還
の
得
ら
い
と
は
者
た
が
異
な
資

「交
流
に
も
節
度
が
必
要
で
あ
る
」な．

ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
一

こ
れ
に
対
し
、　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
■

の
荒
井
氏
は

「四
島
の
住
民
は
回
の

政
策
の
問
題
か
ら
、

返
還
運
動
と
交

流
の
推
進
と
の
狭
間
で
悩
ん
で
い
る
。

住
民
は
領
土
返
還
の
反
対
者
で
あ
つ

て
も
、

平
和
的
な
解
決
を
願
っ
て
い

る
事
実
も
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
。

横
路
知
事
は

「返
還
運
動
と
交
流

の
対
立
で
は
な
く
、

返
還
に
つ
な
が

る
交
流
を
」
と
し
て
、
「返
還
運
動
の

粋
内
で
積
極
的
に
交
流
が
で
き
る
よ

う
外
務
省
に
対
し
規
制
の
緩
和
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

今
年
も
ビ
ザ
な
ｔ

交
流
の
輪
を
拡
大
し
、

よ
り
幅
広
く

で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
を
し
た
い
」

と
、

今
後
も
積
極
的
に
交
流
を
進
め

て
行
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
二
百
人
余

り
の
出
席
者
は
活
発
な
討
論
に
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

器

・
．

ヽ
も

ギ

■
器

【

議

ポ

ご

貴重な提言が出された「フォーラム」



口
倒
円
団

少
年
弁
論
大
会
が
ら
ｏ

先
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に

去
る
二
月
七
日
根
室
市
で
開
催
さ
れ

た
「北
方
領
上
の
日
少
年
弁
論
大
会
」

で
標
津
町
か
ら
二
人
の
中
学
生
が
参

加
し
、

優
秀
な
成
績
を
修
め
ら
れ
ま

し
た
。

今
月
号
で
は
、

大
会
長
貨
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
標
津
中
学
校

（現
在
卒

業
）
の
家
政
徳
子
さ
ん
の
弁
論
の
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。
　
．

北
方
領
土
と

標
津
中
学
校
一一一年

家

政

紀

子

私
は
こ
れ
ま
で
に
北
方
領
土
に
対

し
て
、

特
に
果
味
が
あ
っ
た
わ
け
で

も
な
く
、

気
に
も
せ
ず
に
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
が
北
方
領
上
に
興
味
を
持

つ
こ
と
が
出
来
た
の
は
、

貴
重
な
二

つ
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
た
か
ら
で

す
。そ

の
一
つ
は
、
「北
方
領
土
子
供
サ

ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。

サ

ミ
ッ
ト
で
は
領
上
の
あ
ら
ま
し
を
勉

強
し
た
り
、

同
年
代
の
参
加
し
た
中

私

学
生
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
を
し
た

り
し
て
、

私
は
初
め
て
領
土
問
題
に

対
し
て
の
自
分
の
意
見
が
持
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
「も
と
も
と
四
島
は
日
本

の
領
上
で
あ
り
、

他
国
か
ら
武
力
で

奪

っ
た
土
地
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、

か
つ
て
領
土
に
居
住
し
て
い
た
元
島

民
の
事
を
考
え
、

た
だ
返
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
で
し
た
。

そ
ん
な

思
い
を
持
ち
な
が
ら
も
、

私
は
も
う

一
つ
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は

「北
方
領
土
ビ
ザ
な
し
渡

航
」
で
し
た
。

私
に
は
、

か
け
が
え

の
な
い
外
国
の
友
達
が
い
ま
す
。

イ

ー
ラ
と
い
う
択
捉
島
の
十
六
才
の
女

性
で
す
。

わ
ず
か
の
期
間
に
私
も
私

の
家
族
も
、

い
っ
ぺ
ん
に
家
族
が
増

え
た
思
い
で
す
。

昨
年
の
八
月
の
こ
と
、

彼
女
が
我

が
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
た
時
が
始

ま
り
で
す
。

交
流
の
第

一
日
目
か
ら

彼
女
を
探
し
当
て
、

言
葉
を
変
わ
し

交
流
会
に
参
加
し
て
プ
ー
ル
で
一
緒

に
泳
い
だ
後
、

我
が
家
で
大
歓
迎
し

ま
し
た
。

始
め
は
言
葉
の
壁
は
厚
い

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

彼

女
は
、

世
界
の
共
通
語
で
あ
る
英
語

を
ま
る
で
自
分
の
国
の
言
葉
の
よ
う

に
話
す
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
、　

ロ
シ
ア
、

特
に
北
方
領
土
は

日
本
の
よ
う
に
物
が
豊
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、

外
国
語
に
対
す
る
興
味

は
日
本
の
中
学
生
よ
り
も
か
な
り
上

だ
と
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
で
は
ロ
シ
ア
人
で

あ
る
彼
女
と
実
の
家
族
の
よ
う
な
深

い
き
ず
な
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
私
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私

の
両
親
も
弟
も
、

そ
し
て
彼
女
に
め

ぐ
り
会
え
た
人
達
が
、

そ
の
人
柄
を

よ
く
知
る
こ
と
が
出
来
た
事
で
し
ょ

「ヽノ。正
直
に
言
う
と
、

以
前
は
日
本
の

領
土
を
返
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ロ
シ

ア
に
反
感
を
持

っ
て

い
ま
し
た
。

今

で
は
、

そ
う
思

っ
て

い
た
自
分

の
気

持
ち

が
本
当

に
く
や
し

い
で
す
。

今

ま

で

の
私

は
、

た
だ

ひ
た
す
ら

「
早

く

返
し

て
ほ
し

い
」
と

い
う

こ
と
だ

け

で
し
た
。

で
も
今

は
そ
れ
ば
か
り

で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

「
日
本

に
も

か

つ
て
領
上

に
居
住
し

て

い
た
元
島
民

が

い
る
よ
う

に
、

今

現

に
北
方
領

土

で
生
活
し

て

い
る
島

民

が

い
る

の
で

す
。

そ

の
島

に
住

ん

で

い
る
彼
女

は

と

て
も
素
直
だ
と

い
う

こ
と
を
知
り

ま

し
た
。

だ
か
ら
彼
女

が
島

に
帰
る

時
、

涙

が
あ

ふ
れ
ま
し
た
。

私

の
母

も
、

交
流

に
参
加
し
た

日
本

の
中
学

生
も
。

私
は
あ

の
ビ
ザ
な
し
渡
航

の
交
流

と
ホ
ー

ム

ス
テ

ィ
で
、

ま

た
新

た
な

考
え

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

心

の
中

で

は

「
両
国

が
領

土
を
守

り
、

共
同
生

活

は
ど
う

か
」
な
ど
、

様

々
な
思

い

が
か
け
め
ぐ

り
ま
す
。

で
も
、

今

の
私
達

の
年
代

に
は
、

二
年

ほ
ど
前

の
私

の
よ
う

に
、

領
土

問
題

に
関
心

の
な

い
人

が
沢
山

い
る

の
で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
。

私

が

子
供

サ
ミ

ッ
ト
や
ビ
ザ
な

し
渡
航

の

交
流
会

で
学

ぶ

こ
と
が
出
来
た
あ

の

チ

ャ
ン
ス
を
も

っ
と
も

っ
と
多
く

の

人

に
も
体
験
し

て
ほ
し

い
と
思

い
ま

す
。

そ
し

て
、　

ロ
シ
ア
と

日
本

の
子

供
同
志
が
共
に
学
ぴ
合
い
、

き
ず
な

を
深
め
あ
え
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
私
は
、

子
供
サ
ミ
ッ
ト
や
ビ

ザ
な
し
渡
航
な
ど
に
参
加
す
る
と
い

う
貴
重
な
体
験
や
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
日
本
と
ロ

シ
ア
に
つ
い
て
、

私
達
日
本
人
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

な
自
分
に
な
り
ま
し
た
。　

一
日
も
早

く
よ
り
多
く
の
人
が
北
方
領
土
問
題

に
つ
い
て
、

自
分
自
身
の
意
見
を
持

て
る
よ
う
に
な
り
、

今
ま
で
四
十
数

年
も
動
く
こ
と
の
無
か
っ
た
領
土
問

題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
後
は
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
関
係

を
長
く
保
っ
て
い
け
る
よ
う
、

北
方

領
土
返
還
要
求
運
動
を
し
て
行
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、

こ
れ

か
ら
の
私
達
は
、

そ
れ
を
ど
う
受
け

継
い
で
行
く
べ
き
か
、

さ
ら
に
多
く

の
人
達
に
広
め
て
行
く
に
は
私
達
は

何
が
出
来
る
の
か
を
考
え
、

行
動
に

移
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

家政さん



aso母 鬱
町
内
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
一
堂
に
集
ま
り
、

唄
や
踊

り
な
ど
得
意
の
芸
を
発
表
す
る
老
人

演
芸
大
会
が
二
月
二
十
六
日
町
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。標

津
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（渋

答
辰
雄
会
長
）
の
主
催
で
今
回
で
第

六
回
目
。

登
場
し
た
の
は
、

よ
り
す

ぐ
れ
た
芸
達
者
ば
か
り
。

「佐
渡
の
恋
唄
岩
博
多
舟
」
「男
っ

て
辛

い
よ
な
」
な
ど

の
歌
謡
曲

や

「

や
ん
衆

音
頭
岩
越
中
小
原
節
」
な

ど

の
民
謡

で
自
慢

の
の
ど
を
聴

か
せ
た

ほ
か
、

三
味
線

や
大

正
琴
、

日
本
舞

踊
な
ど

で
日
頃

の
練

習

の
成
果
を
発

揮
し

て

い
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た

二
百
五
十
人
余

り

の
観
客

は
熱
演
す

る
元
気
な
姿

に
大

き
な
声
援
や
拍
手
を
送

っ
て

い
ま
し

た
。

く
コ
ン
ト
「

天
オ
バ
カ
ボ

ン
」
の

一
幕

唄・踊り・コントあり…

|サ

鰹醸麟鞠韻瑠

ん

遣 人 横 芸 大 会

芸達者が勢ぞろし

“ス

△
蚕
馴り

と
ム
充

．て
く

な

し

ん

の

み

た

ふ る さ
ゲ ー
ロシア人のタマー

二

月

十

三

日
、

標

津

町

子

ど

も

会

育

成

連

絡

協

議

会

主

催

の

「
ふ

る

さ

と

ゲ

ー

ム
大

会

」

が

町

農

村

環

境

改

善

セ

ン
タ

ー

で
開

か

れ

、

参

加

し

た

小

学

生

約

六

十

人

が

ゲ
ー

ム
な

ど

を

楽

し

み
ま

し

た

。

こ

の

日

は

、　
ロ
シ

ア
語

講

座

の
講

師

と

し

て
来

町

し

て

い
た

ロ
シ

ア
人

の

ア

ニ
シ

モ

ア

・
タ

マ
ー

ラ
さ

ん

（

千

葉

大

に
留

学

中

）

も

飛

び

入

り
参

く
タ
マ
ー
ラ
さ
ん
と
楽
し
＜
遊
ぶ
子
供
た
ち

加
。

子
供

た
ち

に
お
国

の
ゲ
ー

ム
な

ど
を
教
え
、

早
速

み
ん
な

で
遊

び
、

始

め
は
緊
張
し

て

い
た
子
ど
も
た
ち

も
す
ぐ

に
打
ち
解

け
、

笑

い
の
渦

が

こ

の
あ
と
、

標
津

に
ち
な

ん
だ
ク

イ
ズ
三
十
間
を
解
く

ふ
る
さ
と
ク
イ

ズ
チ

ャ
ン
ピ
オ

ン
や
、

防

犯
カ

ル
タ

ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

役
場
庁
合
に

ヨ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

導
入

平
成
二
年
四
月

一
日
か
ら
、

住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
化
行
政
事
務
の
近

代
化
を
め
ざ
し
て
、

役
場
庁
合
内
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。当

面
は
住
民
票
の
交
付
、

住
民
異

動
記
録
、

選
挙
人
名
簿
作
成
な
ど
の

住
民
記
録
関
連
業
務
の
処
理
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

な
お
、

戸
籍
事
務
の
窓
日
で
の
交

付
申
請
手
続
き
は
従
来
ど
お
り
で
す
る



～第1固定例町議会で可決～

平成 5年 第 1回 定4/11町議会 において、「標津mr議

会の議員の定数 を減少す る条frlの一部 を改正す る

条4/11」が 3月 17日可決 され、現在の町議会議員定

数の20人を18人に改め ました。

この条4211は、次の一般選挙か ら施行 され ます。

な朝

ン に

4月 1日 か ら1亘例 の 「おは ようマ ラソン」が始

ま りま した。

運動不足のお父 さん ・お母 さん も参加 してみ ま

せんか。 (子どもか ら大人 まで、だれで も参加で

きます。)

ラジオ体操か ら始 まり、 自分の体 力 ・体調 に合

わせたランニ ングコースが選べ ますと もちろん、

ラジオ体操だけの参加 も大歓迎です。

)午 前 6時 30分か ら中央公民館前で行います。

(日曜 日 ・雨天時はお休みです。)

あなた も、 さわやかな汗を流 しましょうよ。

レ
寄
付
金
を
小
日
桐
町
長
へ
手
渡
す

五
百
本
組
合
長
（左
）

町に300万円寄付
一標津町森林組合―

「林業の振興 に役立てて一」 と標津町森林組合

(五百木秀夫組合長理事)は、 この度町に 300万 円

を寄付 され ました。あ りが とうございました。

ポー川冬の観察会
スキーで

動植物を観察
歩 く

湿原の

洋鷺■1■卒セヤ卒甘
:ヽ4=:ぶ

~ :'::'|:'■!:■,,■|!!■十=■111■IⅢ::!|

▲植物を観察する参カロ者

歩

く

ス
キ

ー

で
ポ

ー

川

史

跡

自

然

公

国

内

の
動

植

物

を

観

察

す

る

「
ポ

ー

川

冬

の
観

察

会

」

が
晴

天

の
中

、

二

月

七

日

に
行

わ

れ

ま

し

た

。

参

加

し

た

の
は

子

ど

も

か

ら

大

人

ま

で

の
合

わ

せ

て
十

人

。

参

加

者

の

ほ

と

ん

ど

が
歩

く

ス
キ

ー

は

初

め

て

で
し

た

が

、

同

公

園

の
管

理

棟

前

を

マ
イ

ペ
ー

ス

で
出

発

。

湿

原

な

ど

の

約

六

キ
・
の
道

の
り

を

三

時

間

ほ
ど

で

回

り

、

途

中

植

物

で

は

ヤ

チ

ハ
ン
ノ

キ

が
花

開

こ
う

と

、

ま

た

ヤ

チ

ブ

キ

の
芽

が
出

て

い
た

な

ど

、

ひ

と

足

早

い
春

の
訪

れ

を

観

察

し

、

心

地

よ

い

汗

を

流

し

ま

し

た

。



五
月
五
日
に
″シ
回
ザ
ケ
″
の
稚
魚
放
流
式

四
月
の
科
学
館
情
報

の
簿
Ｂ
Ｓ

魚
道
本
槽

で
は
先
月
同
様
、

シ

ロ

ザ
ケ
の
稚
魚

を

一
万
尾

ほ
ど
展
示
し

て

い
ま
す
。

科
学
館

の
シ

ロ
ザ
ケ
の

卵

は
す

べ
て
ふ
化

し
ま

し
た

の
で
、

今
月
は
卵
を

ご
覧

い
た
だ
け
ま

せ
ん

が
、

そ

の
か
わ
り
五
月
以
降

に
イ
ト

ウ

の
卵
を
展
示
す

る
予
定

で
す
。

ま
た
、

来
月

に
な

り
ま
す

が
、

シ

ロ
ザ

ケ
の
稚
魚

の
放
流
式
を

二
月
五

日
に
行
う

予
定

で
す
。

放
流

式

で
は

一
グ

ラ
ム
以
上

に
成
長
し
た

シ

ロ
ザ

ケ

の
稚
魚

の
放
流
を
体
験

で
き
ま
丸

会

場
は
、

サ
ー

モ

ン
科
学
館

の
裏
を

流

れ
る
小
川

で
す

が
、

ど
な
た

で
も

参
加

で
き
ま
す

の
で
お
気

軽

に
お

い

で
く
だ
さ

い
。

な
お
、

サ
ー

モ

ン
パ
ー
ク

の
公
園

部

分
は
四
月

の
雪
ど
け
を
待

っ
て
オ

ー
プ

ン
す

る
予
定

で
す

が
、

詳
細

に

つ
い
て
は
二
月
号

で
紹
介

し
ま
す
。

科
学
館
の
魚
た
ち
０

べ
ニ
ザ
ケ

ベ
ニ
ザ
ケ
は
サ
ケ
属
の
中
で
も
そ

の
身
が
非
常
に
赤
く
、

ま
た
産
卵
期

に
な
る
と
体
色
が
赤
く
な
る
こ
と
で

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

択
捉
島
か

ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
か
け
て
北

太
平
洋
地
域
に
広
く
分
布
し
て
い
ま

す
。

北
海
道
に
は
ま
れ
に
遡
上
し
ま

す
が
、

阿
寒
湖
や
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
に

は
ベ
ニ
ザ
ケ
の
陸
封
形
で
あ
る
ヒ
メ

マ
ス
が
天
然
分
布
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、

か
つ
て
は
北
海
道
に
も
ベ
ニ
ザ

ケ
が
遡
上
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

ベ
ニ
ザ
ケ
は
そ
の
生
活
史
の
一
部

を
湖
で
過
ご
す
た
め
、

遡
上
す
る
河

川
の
条
件
は
そ
の
流
域
に
湖
が
あ
る

こ
と
で
す
。

河
川
に
遡
上
し
た
ベ
ニ

ず
ケ
の
親
魚
は
通
常
、

湖
の
上
流
に

あ
る
河
川
で
産
卵
し
ま
す
。

春
、

産

卵
床
か
ら
抜
け
で
た
稚
魚
は
湖
に
降

り
、

主
に
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食

べ
ま
す
。

こ
こ
で
一
～
二
年
ほ
ど
生

活
し
た
後
、

海
へ
降
り
、

海
洋
で
二

～
三
年
ほ
ど
生
活
し
た
後
、

成
熟
し

ま
す
。

近
年
、

国
内
で
ベ
ニ
ザ
ケ
を
回
帰

さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
が
行
わ
れ
、

西
別
川

・
安
平
川
な
ど
で
試
験
的
に

ベ
ニ
ザ
ケ
が
敬
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

）

昨
年
は
両
河
川
で
一
千
七
百
尾
程
度

の
親
魚
が
回
帰
し
て
い
ま
す
。

来
月
は
、

ヒ
メ
マ
ス
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

10

▲水槽内を狭しと永ぐ｀
キングサーモン、

体館 日のお矢□らせ

当館では、4月 まで水曜日

を休館日とさせていただいて

います。来館の際|よお気を付

け<だ さい。

(開館時間/9:00～47:00)



｀
人間ドウク、
の受診を/

津病院で標

受 けられますよ|

「あ
な
た
も
″

人
間
ド
ッ
ク
″
を
受

け
て
健
康
管
理
を
し
よ
し
ょ
う
／
Ｌ

あ
な
た
の
体
は
大
丈
夫
で
す
か
？

健
康
は
Ｆ
す
べ
て
の
人
々
の
販
い

で
す
‐！Ｐ
「人
間
ド
ッ
ク
」
に
よ
っ
て

日
常
気
づ
か
な
い
体
の
赤
信
号
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
恐
し
い
成
人
病

（

高
血
圧
症
・
糖
尿
病

・
肝
臓
病

“

脳
年
中

・
心
臓
病
な
ど
）
の
予
防

を
し
て
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ

うヽ′。
．

も
ち
ち
ん
標
津
病
院
で
も
人
間

ド
ツ
ク
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

ご
希

望
の！方
は
、

標
津
病
院

・
医
事
係

ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

（ａ
２
ｒ
２
１
１
１
）

☆
人
間
ド
ッ
ク
の
各
コ
ー
ス
の
ご
案

内
〈
日
帰
リ
コ
ー
ス
〉
三
七
、

○
Ｏ
①
円

貧
血

・
血
液
型
・
肝
臓
・
腎
臓

・

陣
臓

・
痛
風
・
心
筋
榎
塞

・
高
脂

血
症

・
糖
尿
病
・
リ
ュ
ウ
マ
チ
・

心
臓
・
肺

・
梅
毒
検
査

全

泊
二
日
コ
ー
ス
〉四

八
、

○
○
○
円

日
帰
リ
ヨ
ー
ス
と
耳

・
胆
の
う
校

査
全
一泊
三
日
コ
ー
ス
〉七

〇
一
〇
〇
〇
円

日
帰
リ
ヨ
ー
ス
と
目
・
耳

・
胆
の

う

・
大
腸
・
痔
の
検
査

病
院
か
ら
の
お
願
い

①
　
四
月

一
日
か
ら
カ
ル
テ
の
切

替
を
行
い
ま
す
の
で
、

必
ず
診
察

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

②
　
電
話
に
よ
る

「薬
」
の
注
文

及
ぴ

「診
察
依
頼
」
は
受
付
致
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
こ

の
こ
と
は
最
近
特
に
問
題
に
な
っ

て
い
る

「薬
漬
け
」
に
よ
る
副
作

用
が
多
発
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

医
師
の
適
切
な
診
察
を
受
け
て
か

ら
薬
を
も

―
ら
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、

電
話
に
よ
る
診
察
依
頼

は
待
合
室
に
い
る
外
来
息
者
か
ら

苦
情
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご

理
解
下
さ
い
。

首
は
、

嫁
は
、「

こ
飯

が
士
占
拒
鞭
け
て

一
人

前
」
と
館
さ
ん
が
嵩
っ

た
も
の
で
す
。

と
こ
ろ

が
、

炊
飯
器
が
登
場
し

て
以
来
、

ご
飯
敗
き
に

は
古
労
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、

お
い
し

い
ご
飯
を
取
＜
に
は
、　
″

授

術
〃
が
い
り
ま
す
。

あ
米
を
買
っ
た
ら
、

袋
か

ら
す
ぐ
米
び
つ
に
移
し
ま
し

よ
う
。

袋
に
入
れ
た
ま
ま
に

し
て
あ
く
と
、

慕
れ
て
味
が

落
ち
ま
す
。

あ
米
を
炊
＜
前
に
、

お
米

に
十
の
に
水
を
吸
わ
せ
ま
す
”

敗
＜

一
時
間
半
前
に
あ
米
を

と
い
で
、

ザ
ル
に
種
し
ま
す
。

ヌ
カ
臭
さ
を
と
る
た
め
、

そ

の
ま
ま
三
十
分
ほ
ど
ザ
ル
に

あ
げ
て
水
気
を
切
り
ま
す
。

そ
の
後
で
取
飯
器
に
種
し
、　

一
時
間

ほ
ど
あ
い
て
か
ら
、

ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
ま
す
。

あ
米
は
、

と
い
だ
後
、

少

な
く
と
も
三
十
分
は
水
を
吸
わ
せ
ま

し
よ
う
。

こ
う
０
れ
ば
、

お
米
ほ
め

い
し
＜
炊
き
上
が
り
ま
す
。

急
ぐ
と
き
は
、

ぬ
る
ま
湯
て
奴
さ

ま
す
。
ぬ
る
ま
湯
だ
と
め
米
が
水
在

吸
収
す
る
時
間
が
早
い
の
で
、

と
い

て
か
ら
十
の
ほ
ど
お
＜
だ
け
で
取
け

ま
づ
。

十分に水を吸わせて 苦
と
違
っ
て
あ
米
の
品
種
談
良
が

進
み
、

あ
い
し
い
め
米
が
た
＜
さ
ん

出
□
っ
て
い
ま
す
が
、

お
い
し
い
の

は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
新
米
と
糧
米

し
た
ば
か
り
の
お
米
で
し
よ
う
。

新

米
ほ
水
加
減
が
大
切
。並日

通
は
、

お
米

の
の
軍
の
三
〇
％
増
し
の
水
で
取
き

ま
す
が
、

新
米
ほ
お
米
自
体
の
水
分

が
多
い
の
で
、

水
は
お
米
と

同
豊
か

一
〇
％
増
し
ぐ
ら
い

の
控
え
め
に
し
ま
す
。

古
米

ほ
逆
に
乾
燥
し
て
い
ま
す
か

ら
、

水
を
三
〇
％
増
し
と
や

や
多
め
に
し
ま
０
。

し
ん
の
残
っ
た
あ
】
ほ
ど

ま
づ
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
〔

我
慢
し
て
食
べ
る
前
に
、

あ

酒
で
蒸
し
て
み
ま
し
よ
う
。

炊
き
上
が
っ
た
敗
飯
器
の
ご

飯
に
、

手
早
＜
ハ
シ
で
い
く

つ
か
の
穴
を
開
け
、

米
三
カ

ツ
プ
に
大
さ
じ

一
杯
の
割
り

で
日
本
酒
を
振
り
か
け
、

弱
人
で
五

の
ほ
ど
察
０
と
、

あ
米
の
し
ん
が
抜

け
ま
す
。

●
廣
木
正

二
さ
ん
は
香
典
返
し
を
や

め
て
町
社
会
福

祉
協
議
会

ヘ

●
聖
友
標
津
支
所

は
町
社
会
福
祉
協

議
会

ヘ



ら
か
な
方
。

④
収
入
が
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
基

準
に
該
当
す
る
方
。

⑤
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方
。

※
入
居
可
能
日
は
４
月
下
旬

◎
申
込
力
法

役
場
建
設
課
に
備
え
付
け
の
入
居

申
込
書
に
結
５
証
明
書
な
ど
を
示
え

て
、

建
設
課
住
宅
管
理
係
へ
提
出
し

て
下
さ
い
。

◎
申
込
期
限
　
４
円
４５
日
ま
で

な
め
、

詳
し
＜
は
役
場
建
設
課

（

内
線
２
２
４
）
ま
で
あ
尋
ね
下
さ
い
。

町
で
は
公
営
住
宅

（空
家
住
宅
）
　

　

建
築
工
事
の
着
工
前
に
建
築
確
認

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。　

　
　
　
　
申
請
が
嚇
要
な
建
物
に
つ
い
て
は
、

▼
募
集
戸
数
　
「
戸
（
１
棟
４
戸
建
）
　

工
事
の
完
成
後
に
お
い
て
も
、

工
事

▼
募
集
団
地
　
若
車
団
地

（昭
和
５８
　

お死
了
届
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

年
度
建
設

・
２
種
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
平

　

い
る

（完
成
か
ら
４
国
以
内
）
こ
と

家
建
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
案
外
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
周
額
家
賃
　
２
万
フ
千
９
百
円
　
　
　
工
事
完
了
届
の
用
紙
は
建
築
確
認

（敷
金
５
万
５
干
８
菌
円
前
納
）
　
　
通
知
書
と

一
緒
に
建
築
主
に
送
付
さ

▼
入
居
資
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
ま
す
の
で
、

建
物
が
完
成
し

④
町
内
に
居
住
し
て
い
る
力
、

ま
た

　

て
届
け
出
を
し
て
い
な
い
方
は
今

一

は
町
内

に
勤
務
先
が

あ

る
方

。

②

現
在

、
同
居
し
て
い
る
親
族
が
あ

る
力
、

ま
た
同
居

し
よ
う
と
す
る

親
族
が

あ
る
方
。

③
住
宅

に
困
窮

し
て
い
る
こ
と
が
明

度
あ
確
か
め
＜
だ
さ
い
。

工
事
完
了

届
の
提
出
が
な
い
と
、

検
査
済
証
が

発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
建
築
主
の
方

は
、

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

（検
査
済
証
が
登
記
な
ど
に
嚇
要
な

）

場
合
も
あ
り
ま
す
じ

※
不
明
な
点
は
、

役
場
建
設
課

（内

線
２
２
３
）
ま
で
あ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
４
月
１
日
～
６
月
３０
日

▼
区
域
　
標
津
町
全
域

畜
犬
及
び
野
犬
に
よ
る
人
ま
た
は

家
畜
へ
の
危
害
を
末
然
に
防
止
し
、

住
民
生
活
の
安
全
を
保
持
す
る
た
め

に
野
犬
掃
と
う
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。野

犬
掃
と
う
期
間
中
は
飼
い
犬
で

も
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
と
野
犬
と

し
て
掃
と
う
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

畜
犬
の
飼
育
者
の
義
務

●
畜
犬
が
人
ま
た
は
家
畜
へ
の
危
害

を
加
え
、

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
飼
育
す
る
。

●
畜
犬
に
１
日
「
□
以
上
の
運
動
を

さ
せ
る
こ
と
。

●
畜
犬
を
飼
育
す
る
場
合
は
常
に
清

潔
に
し
て
お
く
こ
と
。

●
畜
犬
は
、

お
り
飼
い
、

ま
た
は
２

肝
以
内
の
鎖
で
つ
な
い
で
鋼
う
こ

と
。

●
公
路
を
通
行
す
る
人
に
接
触
し
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

―
役
場
保
健
住
民
課
―

駄

ヅ

確定申告が間違つていたときは

確定申告書を提出した後で、申告内
容に間違いがあることに気付いたり、
うつかりして確定申告書の提出を忘れ
てしヽる方はいませんか。もう一度確認
してくだ罰 。ヽ

申告内容が間違つて税額が少なくな
るとき|よ「更正の講求」を、逆に多 <
なるときは 「修正の申告」を、確定申
告を忘れていたときは 「確定申告」を
直ちにして<だ さぃ。

詳 しくは、根窒税務署へ。

を■01532--3--3261

転
居
の
時
は
郵
便
局
に
も
届
け
出
を

４
用
は
就
職

・
入
学

・
転
勤
な
ど

で
住
所
を
変
更
す
る
人
が
多
＜
な
り

ま
す
。

転
居
さ
れ
る
時
は
、

忘
れ
ず
に
郵

便
局
に
も
転
居
届
を
め
出
し
＜
だ
さ

い
。

転
居
届
を
出
す
と
、
４
年
間
は

旧
住
所
あ
て
の
郵
便
物
を
新
住
所
ヘ

転
送
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、

届
け
出

か
ら
「
年
を
経
過
し
て
も
転
送
を
希

望
す
る
場
合
は
改
め
て
転
居
届
を
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

転
居
届
の
用
紙
は
郵
便
目
の
ほ
か

役
場
の
戸
籍
の
窓
□
に
も
備
え
つ
け

て
あ
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
＜
お
願

い
い
た
し
ま
す
。ヽ

平
成
５
年
度
の
調
理
師
試
験
が
次

の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
日
　
　
時
　
平
成
５
年
フ
月
２７
日

午
後
「
時
３０
の
～

▼
試

験

地
　
釧
路
市

▼
受
付
期
間
　
６
月
１
日
～
フ
日

詳
し
＜
は
中
標
津
保
健
所
ま
で
あ

間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

な
０
１
５
３
Ｚ
１
２
１
２
１
６
３

12



う つ
°

け こ
て の
安 こ
全 と
運 か
転 ら
|こ ｀
チb次

官魯tD
し 気
よ を

新
入
学
（園
）児
の
交
通
事
故
防
止

雪
解
け
と
と
も
に
、

い
よ
い
よ
入

学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

子
供
た
ち
も

郵難
謝譜
義郵
識
巣
雌

つ
い
ス
ピ
ー
ド
を
出

卜
し
過
ざ
が
ち
に

な
り
ま
す
。

●
新
入
学
（
園
）児
な
ど
を
見
か
け
た

ら
、

運
転
者
は
常
に
注
意
を
払
い

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
。

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
徴
底
。

●
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
な
ど
の
無

課
運
転
の
防
止
。

な
め
、

運
動
期
間
中
は
衝
朝
交
通

安
全
指
導
員
が
主
要
交
差
点
に
お
い

て
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
の
で
、

町

内
会
な
ど
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
め

願
い
し
ま
す
。

―
警
察

・
交
通
住
民
係
―

森
林
を
伐
採
す
る
場
合
、

伐
採
届

出
が
嚇
要
で
す
。

ま
た
、

林
地
以
外

ほ
転
用
す
る
場
合
な
ど
は
別
に
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

各
届
出
書
の
取
扱
い
な
ど
詳
し
く

は
役
場
農
林
課
林
政
係

（内
線
２
１

３
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

点
検
を
重
ね
て
築
く
″火

災
ゼ
ロ
″

▼
人
の
用
ｂ
フ
つ
の
ポ
イ
ン
ト

④
寝
タ
バ
コ
や
た
ば
こ
の
投
げ
措
て

を
し
な
い
。

②
子
供
に
は
マ
ツ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い
。

③風の強卜」呼はヽ
たき大やゴ

ミ
焼
き
を
し
な
い
。

④
天
ぶ
ら
を
場
げ
る
と
き
に
は
、

そ

の
場
を
離
れ
な
い
。

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

⑥
風
目
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
フ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い
。

◎
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
て
大

喪
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
、

人
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

―
標
津
消
防
署
―

中
梅
田
俊
作
絵
本
原
画
展

０
と
　
き
　
４
月
９
日
～
何
日

年
前
９
時
～
午
後
５
時

ｏ
と
こ
ろ
　
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
主
　
催
　
親
子
読
書
会
ス
イ
ミ
ー

・
中
央
公
民
館

つ
０

70歳以上の皆さん
老人保健医療の二部負担金が
変更になりますよ

70歳以上になると、お医者さんにかかる時は誰

でも老人保健医療に切り替わります。

この老人1雑 医療の一
部負担金が、平成 5年 4

月 1日 より次のとあり変壺になります。

●外来受診=1つ の医療機関について lヶ 月

1,000円

●入  院 =1日 700円

1骨暑督壱骨

居警荏干圏嘱層呂露冒

|

※〔道老〕・〔老〕の受結者証の交付を受けている方

についても、上記のとおリー部員担金が改正さ

れます。

詳しくは一―

役場福祉課保険医療係(内線 125)ま で。

でとう。

め な ま え 住  所 保 護 者

けいた
網川 啓 太くん 栄  町 細 川 明宏

はるか
吉日 遥 香うゃん 忠  類 吉日 宣 行

外崎うらんちゃん 双 栗 団 外崎 信 一

もえこ
亀日 萌 子ちゃん 慮  類 亀日  晃

りさ
奥  理 紗ちゃん 宍 栄 □ 奥  義 幸

ゆうき
矢部 勇 希ちゃん テし ||| 】し 矢部  勝

人回のうごき

平成5年3局4日現在
( )内は前月比

世帯数2, 2伊世帯( + 9 )

人 □ 6 , 8 9 9人( + 6 )

男 3 , 3 6 0人( + 2 )

女 3 , 5 3 9人( + 4 )

町内の交通事故

3月
( )内 は累計

人身事故 2件 (6件)
員 傷  者  0人 (2人)
死 亡  者 0人(1人)
物損事故 16件(52件)

死亡交通事故ゼロの日

44日●R20弱a

おくやみ申し上げます。

氏 名 住  所 年  齢

康本キク子さん 桜 本 町 74歳

松山 四 郎さん 上 町 82歳

畑  英 男さん 曙  BI 44歳

伊藤 ヤ ヱさん 北 標 津 72歳

遠藤 ア キさん 弥 栄 町 64歳

高橋亀佐男さん 川 上 E B 」 75歳

富U渇 豊 子さん 栄  町 62歳

江束」家正美さん 桜ケ丘町 54歳



エ
イ
ズ
″

平
成

五
年
度

は
、

今
活
題

の

エ
イ

ズ

を
特
集

し
ま
す
。

★

エ
イ
ズ

っ
て
ど
ん
な
病
気
？

日
本
語

で

『
後

天
性
免
疫
不
全
症

候
群
』
と

い
い

″
Ｈ
Ｉ
Ｖ
″
と

い
う

ウ
イ

ル
ス
に
よ

っ
て
ひ
き
起

こ
さ
れ

る
病
気

で
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
体

の
中

で
増
え
る
と
、

人

体

に
そ
な
わ

っ
て

い
る
抵
抗
力

が

無
く
な
り
、

健
康
な

と
き

に
は
か
か

ら
な

い
よ
う
な
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
染

症
や
悪
性
腫
虜
な
ど
に
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

※
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
は
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
と

同
じ
意
味
で
す
。

★
今
、

エ
イ
ズ
が
摘
題
に
な
っ
て
い

る
わ
け
。

①
エ
イ
ズ
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
特

効
薬
が
な
い
。

②
エ
イ
ズ
で
発
病
し
た
人
の
大
半
が

最
終
的
に
は
死
に
至
っ
て
い
る
。

③
今
世
紀
中
に
最
大
四
千
万
人
の
感

染
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、

特
に
ア

ジ
ア
で
の
流
行
が
危
倶
さ
れ
て
い

夕
つ

。

④
エ
イ
ズ
の
知
識
不
足
か
ら
感
染
者

へ
の
差
別
や
偏
見
が
あ
る
。

★

エ
イ
ズ

の

歴

史

●

一
九

八

一
年

に

ア

メ

リ

カ

で

エ
イ

ズ
患

者

が
報

告

さ

れ

る
。

●

一
九

八

二

年

に

エ
イ

ズ

ウ
イ

ル

ス

を

発

見

。

●

一
九

八

五

年

に

日
本

で
患

者

第

一

号

認

定

。

エ
イ

ズ

は

、

新

し

い
病

気

な

の

で

す

。

― エイズの患

感染原因

エ
イ
ズ
の
感
染
者
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、

エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
弱
く
、

正
し
い
知
識
を
も
つ

こ
と
で
、

エ
イ
ズ
は
予
防
で
き
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
ま
し
ょ
う
。

米
次
回
は
エ
イ
ズ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

※
三

月

号

の
ク

イ

ズ

の
答

え

ダ
ヽ

、

者・感染者数〔日本のエイズ事情〕一

異性間性的接触が最も多い
( 1 9 8 5年一 19 9 2年調査)

最近、女性の患者・感染者が増加
( 9 9 3年 1月 ～ 12月調査 )

20～29才が もっとも多 く、20才
未満の思者もでている。

( 1 9 8 8年～ 19 9 2年調査 )

く厚生省 :エイズ白普より〉

印刷/標津印刷株式会社    14

畠澪保健婦

男女別 息者・感染者数

男性の
患者及び
感染者

その他 ・不明

性的接触

年令別 愚者・感染者数

30-39病髭
188ノ(

( 2 0 . 7 % )硯
§
０
国

エ
イ
ズ
の
記
事
に
押
さ
れ
て
こ
の
欄
が
短
く
な

り
ま
し
た
。

▼
な
が
～
い
冬
と
も
よ
う
や
＜
め
別
れ
。

待
ち
に

待
っ
た
春
―
。

外
を
歩
い
て
も
な
ん
と
な
＜
気
の

が
い
い
。

飲
ん
で
ば
か
り
い
な
い
で
体
を
鍛
え
ね

ば
―
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ひ
ろ
し
）
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